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第３章 出火用途別火災状況 
 

１ 住宅 
(1) 火災状況 

平成２０年中の住宅（共同住宅を含む）の火災は、表３－１－１

に示すとおり３７件で建物から出火した火災（５４件）の６９％を

占めておリ、前年の６１％（建物火災６２件のうち、住宅・共同住

宅の火災３８件）に比べ８％増加しました。 

 

表３－１－１ 火災状況 

 

合 
 

計 

住 宅 火 災 焼
損
床
面
積 

焼
損
表
面
積 

損 

害 

額 

死 
 

 

者 

負 

傷 

者 

全 

焼 

半 

焼 

部
分
焼 

ぼ 

や 

     （㎡）  （㎡）  （千円） （人） （人） 

平成 18 ３４ ３ ０ １３ １８ 405 102 48,957 １ ３０ 

19 ３８ ５ ２ １１ ２０ 799 17 88,667 ２ １１ 

20 ３７ ７ ０ １３ １７ 741 90 118,450 ２ １２ 

 

平成２０年中の火災を焼損程度別にみると、前年に比べ全焼、部

分焼がいずれも２件増加し、半焼が２件、ぼやが３件減尐しました。 

   焼損床面積をみると、５８㎡減尐しています。 

   部分焼以上の火災件数は２０件で、延焼拡大率（建物火災件数に

占める部分焼以上の火災の割合）をみると、５４％となっています。 

 

(2) 出火原因 

   住宅の主な出火原因を示したのが、図３－１－１です。最も多い

のが「こんろ」の１１件で住宅火災の３０％を占めています。 

続いて多いのが「放火」５件・「たばこ」５件（それぞれ１４％）、

「ストーブ」３件（８％）となっています。 

出火箇所及び出火原因を示したものが、表３－１－２です。  
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表３－１－２ 出火箇所及び出火原因 

出火原因 
合 

計 

出  火  箇  所 

台 

所 

居 
室 

置 

場 
廊 

下 

階
段
室 

ベ
ラ
ン
ダ 

敷
地
内 

床 

下 

そ
の
他 

合  計 ３７ １３ １７ １ １ １ １ １ １ １ 

こ ん ろ １１ １１ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

放  火 ５ ‐ １ １ １ １ ‐ ‐ ‐ １ 

た ば こ ５ ‐ ５ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

ストーブ ３ １ ２ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

火 遊 び ２ ‐ ２ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

灯  火 ２ ‐ ２ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

電  灯 ２ ‐ ２ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

ライター １ ‐ １ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

配線器具 １ ‐ １ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

不  明 １ １ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

そ の 他 ４ ‐ １ ‐ ‐ ‐ １ １ １ ‐ 

 

（3）火災への対応 

ア 初期消火の状況 

    平成２０年中に発生した３７件の住宅火災のうち、７０％にあ

たる２６件で初期消火が実施されました。そのうち、初期消火の

効果があった火災は２０件で７７％を示しています。初期消火の

方法としては、「水道、浴槽、汲み置き等の水をかけた」（１５件

中、１１件効果あり）、「粉末消火器」（５件中、５件効果あり）、

「寝具、衣類等をかけた」（４件中、３件効果あり）、「もみ消す」

こんろ  放  火  たばこ  ストーブ  火遊び  灯  火  電  灯  ラ イ タ ー  配線器 具  不  明  その他  

11 

５  ５  

３  
２  ２  ２  

１  １  １  

４  



 - 37 - 
 

（２件中、１件効果あり）となっています。 

    また、初期消火が実施されなかった１１件中９件で、部分焼以

上の延焼状況となっています。 

 

イ 死者・負傷者発生状況 

    平成２０年中の住宅火災では、死者が２名（放火自殺によるも

の１名、一酸化炭素中毒１名）発生しています。また、負傷者は

１２名（火炎にあおられる・高温の物質に接触する９名、煙を吸

う２名、その他１名）となっています。 

 

（4）住宅火災の出火事例  

 

 出火事例  「たばこの不始末から出火した火災」 

り災建物  木造平屋建て２軒長屋住宅 

被害状況  全焼 

概  要  この火災は、布団付近で喫煙した火種が落下若し

くは完全に消えていないたばこが落下したことに気

付かず、そのまま寝込んでしまったため敷布団に着

火し出火したものです。 

     （住宅用火災警報器未設置。） 

 

      写真３－１－１ 「建物が延焼している状況」 
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写真３－１－２ 「焼損した室内の状況」 
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２ 車両 

 (1) 火災状況 

平成２０年中における車両火災は、１７件発生しています。  

過去５年間の車両火災の発生状況は、表３－２－１に示すとおり

で、前年(平成１９年中)と比較すると発生件数は６件増加し、損害

額は９２１千円増加しました。発生件数は過去５年間において２番

目に多い数値となっています。 

   車両火災による死者及び負傷者は発生しませんでした。  

   焼損台数は１８台で、内訳は乗用車が８台で、次いで貨物車７台、

特殊車３台となっています。 

 

表３－２－１ 車両火災の発生状況（過去５年間）

年別 

平成 
全火災件数 

車両火災 

件数 
割合 損害額（千円） 

死者 

（人） 

負傷者 

（人） 

１６ １８４ ３０ １６％ １３，０２１ ０ １ 

１７ １３９ １６ １２％  ５，４９２ １ ０ 

１８ １２７ １２  ９％  １，６２６ ０ ０ 

１９ １３５ １１  ８％  ４，１５６ ０ １ 

２０ １１７ １７ １５％  ５，０７７ ０ ０ 

(2) 出火時の状態 

 平成２０年の１７件の発生状況は、「走行中に出火」が１０件と

最も多く、全体の５９％となっています。次に「駐車中に出火」が

５件で、「停車中に出火」・「作業中に出火」がともに１件となって

います。 
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(3) 出火原因 

ア 走行中によるもの 

「走行中に出火」では、５件が乗用車の火災、４件が貨物車の

火災、１件が特殊車の火災となっています。 

原因としては、「たばこ」・「マッチ・ライター」・「電気装置」・「排

気管」・「電気機器」・「溶接機・切断機」がいずれも１件、「その

他」・「不明」がともに２件となっています。 

「その他」とは、断熱材の一部が、高温となっているシリンダ

ーヘッド付近に接触したものと、スパークによって、漏洩してい

たエンジンオイル及び混合ガスに着火したものです。 

 

イ 駐車中によるもの 

「駐車中に出火」では、３件が乗用車の火災、２件が貨物車の

火災で、合計６台が焼損しています。 

原因としては、「放火」によるものが２件、「たばこ」・「電気装

置」・「排気管」がいずれも１件となっています。 

 

ウ 停車中によるもの 

「停車中に出火」は、特殊車の火災１件となっています。 

原因としては、「たばこ」のよるもので、喫煙したたばこの火

種が人為的な理由で落下したものとなっています。  

 

  エ 作業中によるもの 

    「作業中に出火」は、特殊車（パッカー車）の火災１件となっ

ています。 

    原因としては、「ＬＰガス」によるもので、不燃物に混ざり込

んだＬＰ残留ガスが、荷箱内で圧縮され引火したものとなってい

ます。 
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(4) 車両火災の出火事例 

 

   出火事例１ 「駐車中の車両から出火した火災」 

   り災物件  軽乗用車 

概  要  この火災は、エンジンルーム内にウエス（布きれ）

を置き忘れ、高温状態のエキゾーストマニホールド

（排気管）のカバーに接触し出火したものです。 

 

写真３－２－１「置き忘れたウエスの状況」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３－２－２「エキゾーストマニホールドの焼損状況」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウエス 
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出火事例２ ｢走行中の車両から出火した火災｣ 

り災物件  貨物車 

概  要  この火災は、アセチレンガス溶断時に発生した火花

が、荷箱内の紙屑に落下し着火後、無炎燃焼を継続し

走行中に出火したものです。 

 

写真３－２－３「焼損した貨物車の状況」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真３－２－４「炭化物の状況」 
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車両火災  表３－２－２ 平成２０年中の車両火災一覧  
  

     
     発生

月  
発   生   場   所  内   訳  原         因  

１月  東野新町１丁目地内  遊技場駐車場内  塵芥車  荷台・船そう  不明・運転中  

１月  高山町１丁目地内  市道路上  普通乗用車  機関部  その他・運転中  

３月  東野町西３丁目地内  共同住宅敷地内  軽トラック（２台）  運転席  放火・駐車中  

５月  勝川新町３丁目地内  市道路上  普通乗用車  運転席  たばこ・走行中  

６月  牛山町地内  市道路上  普通乗用車  機関部  電気装置・運転中  

６月  坂下町１丁目地内  県道路上  塵芥車  荷台・船そう  その他（ＬＰＧ）・作業中  

６月  勝川町６丁目地内  複合ビル駐車場内  普通冷蔵冷凍車  運転席  たばこ・停車中  

６月  鳥居松町５丁目地内  国道路上  普通乗用車  
グローブボッ

クス 

マッチ・ライター・運転

中  

７月  十三塚町地内  東名高速道路上り 337.3ＫＰ付近  普通トラック  外周部  不明・走行中  

８月  花長町 2 丁目地内  主要地方道路上  普通貨物自動車  荷台・船そう  
溶接機・切断機・走行

中  

８月  大泉寺町地内  東名高速道路春日井ＩＣ内  普通貨物自動車  外周部  排気管・走行中  

１０月  中野町 1 丁目地内  市道路上  小型貨物バン  機関部  電気機器・運転中  

１０月  廻間町地内  病院職員駐車場  普通乗用車  機関部  電気装置・駐車中  

１０月  十三塚町地内  市道路上  普通乗用車  運転席  放火・駐車中  

１１月  大手町 2 丁目地内  市道路上  軽トラック  助手席  たばこ・駐車中  

１１月  中央台 1 丁目地内  物品販売店舗駐車場内  軽乗用車  機関部  排気管・駐車中  

１２月  西尾町地内  中央自動車道下り内津峠ＰＡ内  軽乗用車  機関部  
その他（スパーク）・運

転中  
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３ 危険物施設等 

(1) 危険物製造所等の火災状況  

平成２０年中は、一般取扱所で３件発生しました。原因は、低温

着火、排気管及び不明がそれぞれ１件となっています。 

 (2) 尐量危険物施設の火災状況 

   平成２０年中は、尐量危険物貯蔵取扱所が存在する建物または敷

地で２件発生しました。原因は、火花がシンナーに着火したものと

溶断した鉄鋼が塗料に引火したものとなっています。 

 (3) 指定可燃物施設の火災状況 

   平成２０年中は、指定可燃物の届出施設で発生した火災はありま

せんでした。 

 (4) 危険物施設の出火事例 

 

出火事例１  「一般取扱所の火災」    

り災物件   工場敷地内の木質搬送コンベヤー 

概  要   木質搬送コンベヤーのケーシング内において、堆

積する木屑が長期間にわたり、強いころがり摩擦の

伝導過熱にさらされ、低温着火し出火したものです。 

 

写真３－３－１「焼損状況」 
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   出火事例２  「危険物取扱所の火災」 

   り災物件   鉄骨造２階建て工場 

   概  要   静電塗装用の高電圧発生装置を清掃中、火花がシ

ンナーに着火したものです。 

 

写真３－３－２「焼損状況」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３－３－３「焼損した工場内の状況」 
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４ 査察対象物 

 (1) 火災状況 

   平成２０年中における査察対象物（第３種査察対象物以上の対象

をいう。）の火災は２５件発生しました。これは、建物火災件数の

４６％と約半数を占め、全火災件数の２１％を占めています。 

   政令用途別の火災発生状況は表３－４－１のとおりです。  

 

 

表３－４－１ 政令用途別火災発生状況 

 

政令用途 合計 
焼損程度 

負 

傷 

者 全焼 半焼 部分焼 ぼや 

合 計 ２５ １  １３ １１ ３ 

(2)項イ ｷｬﾊﾞﾚｰ・クラブ １    １  

(3)項ロ 飲食店 ３   ３   

(4)項 百貨店・ﾏｰｹｯﾄ １   １   

(5)項イ 旅館・ホテル ３   ２ １  

(5)項ロ 共同住宅・寄宿舎 １４   ５ ９ ３ 

(12)項イ 工場・作業所 １ １     

(15)項 官公署 １   １     

(16)項イ 複合用途（特定） １   １   

※査察対象物 

防火対象物を春日井市予防査察規程で特別第１種、第１種、第２種

及び第３種に査察対象物として区分したものをいう。 
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(2) 政令用途別出火原因 

   政令用途別の主な出火原因は「こんろ」が８件で、政令用途別

の全出火原因に占める割合は３２％となっています。次いで「放

火」が６件、「たばこ」が４件となっています。 

   査察対象物施設で発生した原因別件数は表３－４－２のとおりで

す。 

 

表３－４－２ 政令用途別出火原因 

 

 

 

 

 

 

原因別 

 

 

合計 

 

 

25 件 

(2) 

項 

 

イ 

(3) 

項 

 

ロ 

(4) 

項 

 

 

(5) 

項 

 

イ 

(5) 

項 

 

ロ 

(12) 

項 

 

イ 

(15) 

項 

(16) 

項 

 

イ 

ｷｬﾊﾞﾚｰ・ 

クラブ  
飲食店  

百貨店・  

ﾏｰｹｯﾄ 

旅館・  

ホテル  

共同住宅  

・寄宿舎  

工場・  

作業場  
官公署  

複合  

用途  

こんろ ８  ３   ５    

放火 ６   １ ３ ２    

たばこ ４ １    ３    

灯火 ２     ２    

ストーブ １     １    

ﾏｯﾁ・ﾗｲﾀｰ １     １    

排気管 １       １  

その他 ２      １  １ 

 

 

 

 

用途別 
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(3) 査察対象物別火災発生状況 

   査察対象物を特別第１種、第１種、第２種、第３種別に区分し、

火災発生状況をみたのが、表３－４－３です。（春日井市予防査察

規程参照） 

特別第１種査察対象物とは、消防法施行令（昭和３６年政令第３７号。以

下「令」という。）別表第１の防火対象物のうち、消防法第８条の２の

２による防火対象物定期点検報告制度、防火対象物自主点検報告表示

制度を対象とする防火対象物。（春日井市予防査察規程平成１５年４月

１日改正。） 

 

   第１種査察対象物とは、令第２１条第１項（第７号を除く。）の

該当する防火対象物で特別第１種査察対象物以外のもの。 

   第２種査察対象物とは、令第１０条第１項（第４号を除く。）又

は令第２４条第２項の該当する防火対象物で特別第１種及び第１

種査察対象物以外のもの。 

第３種査察対象物とは、延べ面積が１５０㎡未満の防火対象物で、

特別第１種及び第１種査察対象物並びに第２種査察対象物以外の

もの。 

表３－４－３ 査察対象物別状況 

 査察対象区分 

用途区分 
合 計 

特 別 

第 １ 種 
第１種 第２種 第３種 

合   計 ２５ ４ １１ ９ １ 

(2)項  イ ｷｬﾊﾞﾚｰ・クラブ １  １   

(3)項  ロ 飲食店 ３ １  １ １ 

(4)項 百貨店・ﾏｰｹｯﾄ １  １   

(5)項  イ 旅館・ホテル ３ ２ １   

(5)項  ロ 共同住宅・寄宿舎 １４  ７ ７  

(12)項 イ 工場・作業場 １   １  

(15)項  官公署 １  １   

(16)項 イ 複合用途 １ １    
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 (4) 査察対象物の出火事例 

 

出火事例１ 「天井裏から出火した火災」 

り災物件  鉄骨造２階建て公衆浴場   

防火管理  該当 

被害状況  部分焼 

概  要  ＶＶＦケーブルが白熱灯照明器具に接触し、断熱材

で覆われた状態であるため、熱が放散されずに、配線

のビニル被覆が、高温の状況下で溶融し、ＶＶＦケー

ブルと白熱灯照明器具で短絡が生じたものです。 

 

       写真３－４－１「延焼中の天井裏の状況」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

写真３－４－２「短絡痕の状況」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短絡痕 
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出火事例２ 「アロマキャンドルから出火した火災」 

り災物件  軽量鉄骨造２階建て共同住宅  

防火管理  非該当 

被害状況  部分焼  

概  要  アロマキャンドルに火をつけベッド北側の机の上

に置いて就寝したところ、掛け布団がアロマキャンド

ルの火に接炎して掛け布団に着火したものです。 

 

       写真３－４－３「焼損した部屋の状況」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       写真３－４－４「アロマキャンドルを復元した状況」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アロマキャ

ンドル 
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５ その他 

 (1) 火災状況 

平成２０年中のその他の火災は４３件で、前年と比較すると１５

件減尐しました。 

主な出火原因は、「放火」が１６件（３７％）、「焼却炉」・「火遊

び」・「たき火」がいずれも４件（９％）となっています。 

 焼損物件別にみると、「枯草（着火物が枯草、落葉、立木、芝草、

積わらに分類されるもの）」が１７件（４０％）、「ごみ類（着火物

がごみ類、紙屑、ごみ屑に分類されるもの）」が７件（１６％）、「そ

の他の物（着火物が合成樹脂と成形品、繊維製品等の枯草・ごみ類

以外に分類されるもの）」が１９件（４４％）となっています。 

    出火箇所をみると、「敷地内」が１５件（３５％）と最も多く、「公

園」が１０件（２３％）、「河川敷」が４件（９％）となっています。 

  出火箇所及び出火原因を示したものが、表３－５－１です。  

表３－５－１ 出火箇所及び出火原因 

出火原因 
合 

計 

出 火 場 所 

敷
地
内 

公 

園 

河
川
敷 

田 

畑 

道 

路 

屋 

上 

空 

地 

競
技
場 

運
転
席 

広
告
塔 

そ
の
他 

合  計 ４３ １５ １０ ４ ３ ２ １ １ １ １ １ ４ 

放  火 １６ ５ ７   １  １ １ １   

焼 却 炉 ４ ４           

火 遊 び ４ １ ２ １         

た き 火 ４ １   ３        

た ば こ ３   １  １      １ 

マッチ・ライター  １      １      

溶接機・切断機  １ １           

取  灰 １ １           

そ の 他 ８ ２ １ ２       １ ２ 

不  明 １           １ 
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ア 月別の火災発生状況は、表３－５－２に示すとおりです。 

 

表３－５－２ 月別発生状況 

 枯 草 ごみ類 その他 

１ 月 １件 １件 １件 

２ 月 １件 ０件 ０件 

３ 月 １件 ０件 ２件 

４ 月 ３件 ０件 ４件 

５ 月 ０件 ０件 ２件 

６ 月 １件 １件 ２件 

７ 月 ５件 ０件 １件 

８ 月 １件 ２件 １件 

９ 月 ０件 ０件 １件 

１０ 月 ０件 １件 ２件 

１１ 月 ３件 １件 ２件 

１２ 月 １件 １件 １件 

小  計 １７件 ７件 １９件 

合  計 ４３件 

 

イ 時間別発生状況は、表３－５－３に示すとおりです。 

    １２時から１８時の昼間から夕方にかけての時間帯で２０件

（４７％）発生しています。これは、焼却炉やたき火等の火の拡

大による出火原因が考えられます。 

 

表３－５－３ 時間別発生状況 

発

生

時

間 

0 時 

～ 

2 時 

2 時

～ 

4 時 

4 時

～ 

6 時 

6 時

～ 

8 時 

8 時

～ 

10 時 

10 時

～ 

12 時 

12 時

～ 

14 時 

14 時

～ 

16 時 

16 時

～ 

18 時 

18 時

～ 

20 時 

20 時

～ 

22 時 

22 時

～ 

24 時 

不明 

件

数 
０件 ３件 ０件 １件 ３件 ４件 ５件 ９件 ６件 ２件 ４件 ３件 ３件 
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 (2) 枯草が焼損した火災 

その他の火災の中で４０％を占める、枯草が焼損した火災１７件

をみると、４月から８月に１０件（５９％）がこの時期に発生して

います。 

 原因別発生状況は表３－５－４のとおりです。 

出火原因は、「放火」が５件で最も多く、以下、「火遊び」・「煙火」

がそれぞれ３件となっています。 

 

表３－５－４ 原因別発生状況 

出火 

原因 
放火 火遊び 煙火 たばこ たき火 マッチ 

石油バ

ーナー 

件数 ５件 ３件 ３件 ２件 ２件 １件 １件 

 

(3) ごみ類が焼損した火災 

 ごみ類が焼損した火災７件をみると、２月から５月までは発生が

なく、８月から１２月に５件と最も多く、ごみ類が焼損した火災の

７１％がこの時期に発生しています。 

出火原因は、「放火」・「火遊び」・「たばこ」・「火花が飛ぶ」・「自

然発火」・「伝導過熱」・「その他」がそれぞれ１件となっています。 
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(4) その他の火災の出火事例 

 

出火事例１ 「たばこにより出火した火災」 

   り災物件  植生ネット及び枯草 

概  要  この火災は、何者かが投げ捨てたたばこの吸殻が無

炎燃焼を継続し、周囲のヤシ繊維の植生ネットに着火

した後、風に煽られて枯草に延焼拡大したものです。 

 

写真３－５－１「焼損した枯草の状況」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 鑑識表示板（№１～７）はたばこの吸殻を示す。 
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出火事例２ 「焼却炉により出火した火災」 

   り災物件  材木 

概  要  この火災は、焼却炉の煙突から出た火の粉が、材木

集積場に飛び火して出火したものです。 

 

写真３－５－２「材木の延焼状況」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        写真３－５－３「焼却炉の状況」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


